
 

勝俣電事連会長 定例会見要旨 
（2007年 7月 13日） 

 
◎ 本日、私からのご報告は2点です。1点目は「1人1日1kg国民運動」の切り札となるヒー
トポンプのCO2削減効果について、そして2点目は「原子力発電所の廃止措置に伴って発生
する撤去物のリサイクル」についてであります。 
 
１． 1人1日1kg国民運動とヒートポンプについて 
 
◎ 本年5月に安倍総理は、低炭素社会を作りあげるための長期戦略「美しい星へのいざない」
を発表し、その中で、「1人1日1kg」のCO2削減をめざして国民運動を展開しようと提案を
されました。 
 
○ 資料1左側の図をご覧ください。その提案では、削減に向けた具体策として、シャワーの
節水やエコドライブ、マイバックの使用をはじめ、電気の利用面からも冷暖房の温度調節や、
主電源をこまめに切って「待機電力」を節約するなどのライフスタイルの見直しが挙げられ
ています。 
   
○ 私ども電力業界でも、CO2 排出抑制に向けて、発電効率の向上、原子力発電や新エネの利
用拡大はもちろん、電気の使用面からは、冷暖房温度の調節や、5 月の会見でも申し上げた
「環境家計簿」への積極的な参加などを呼びかけております。 
 しかしながら、仮に国民すべてが、様々なライフサイクルの見直しに取り組んだとしても、
資料の図のように、1人1日1kg の削減は相当な努力を必要とする極めて高いハードルであ
ります。 
 
○ そうしたなか、私どもは、やはり、クリーンで無尽蔵な「空気の熱」を利用するヒートポ
ンプ機器の利用拡大こそが、「1人1日1kg」のCO2削減の切り札であると思います。 

 
○ もう一度お手許の資料1をご覧ください。家庭のエネルギー消費の6割は、暖房と給湯で
使われます。 
 そして、その暖房や給湯の9割以上が化石燃料を燃焼することでまかなわれております。 
 資料の中の「ヒートポンプを活用した場合のCO2削減量」のデータは「ヒートポンプ・蓄
熱センター」が試算したものですが、ご家庭の給湯と暖房をヒートポンプで行っただけでも
給湯では1人1日当たり510g、暖房では650gものCO2削減が可能となります。 
 現在、国が呼びかけているライフスタイルの見直しと組み合わせれば、目標である1kgを
大きく上回る計算であります。 
  
○ ヒートポンプは、既に実用化されており、普及さえ進めばすぐに大きな効果が得られると
いう点で地球温暖化問題解決の最も現実的な「切り札」です。国も「導入補助制度」を作り
率先して普及促進をはかっておりますが、私ども電力業界としても、国とも協調しながら導
入拡大に向けて全力で取り組んでまいります。 



 

 
○ 今月は「蓄熱月間」であります。ちょうど10年目に当たる今年は、『日本の決断、進めよ
う「ヒートポンプ」と「蓄熱」で地球温暖化対策』をキャッチレーズに、多くの省庁・経済
界・団体が後援や協賛を行い、キャンペーンを展開いたしております。 
 また、お手許にパンフレットをお配りしておりますが、今月25日から3日間、東京ビッグ
サイトにおいて「エネルギーソリューション＆蓄熱フェア」を開催いたします。高性能な各
種機器やシステムの展示、採用事例などのご紹介をいたしますので、ぜひご来場いただきた
いと思います。 
 
 
２． 原子力発電所の廃止措置に伴って発生する撤去物のリサイクルついて 
 
◎ つぎに、原子力発電所の廃止措置に伴って発生する撤去物のリサイクルについて申し上げ
ます。 
 
○ お手許の資料 2をご覧ください。わが国では、2030年前後から原子力発電所のリプレース
が本格化することが予想されていますが、その際、発電所の廃止措置に伴って多くの撤去物
が発生いたします。 
 このうちのほとんどは放射性廃棄物ではない通常の撤去物です。それ以外に、自然界から
受ける放射線量の100分の1以下と、放射能レベルが極めて低く、人の健康への影響が無視
できるような撤去物についても、国の確認を受けた上で再利用ができるという「クリアラン
ス制度」が平成17年12月から施行されました。 
 
○ これを受けて、日本原子力発電が、東海発電所の廃止措置に伴って出てきた金属をわが国
ではじめてリサイクルするため、今年5月に国の確認証を受領し、約20tの金属について、
先月から、放射線量を計測したのち順次鋳造メーカーへの運び出しを始めています。 
 ここで溶解された金属は、東海村で建設が進められている大強度陽子加速器施設の遮へい
体として生まれ変わるほか、テーブルやベンチ、ブロックなどにも加工される予定です。 
 
○ 私ども電力業界では、有用な資源である撤去物を最大限に活用していく「クリアランス制
度」を円滑に進めるためには、撤去物から生まれる加工品の活用実績を積み重ねることが大
変重要なプロセスであると考えています。 
 
○ このため、テーブルやベンチのような日用品についても、当面は日本原子力発電が自社内
で活用する計画ですが、今後は、電力各社でも購入を検討し、順次、利用先を拡大し、しっ
かり活用してまいりたいと考えております。 
 さらに将来は、社会の皆さまにも、クリアランス制度の意義についてご理解をいただき、
循環型社会の構築の一環としてご協力をいただければと期待いたしております。 
 
○ 私からは以上です。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

冷暖房の温度調節35ｇ 

シャワー節水 74ｇ 

エアコン104ｇ 

冷蔵庫 132ｇ 

照明 45ｇ 

エコドライブ 42ｇ 

マイバック 62ｇ 

ゴミ分別 52ｇ 

待機電力 64ｇ 
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暖房 
 

ヒートポンプ 
 

活用でさらに 

650ｇ 

 

 
給湯 
 

ヒートポンプ 
 

活用で 

510ｇ 

0ｇ

1kg

610g

約 1.2kg 

1.8kg

家家庭庭のの給給湯湯とと暖暖房房ににヒヒーートトポポンンププをを導導入入すするるとと  
CCOO22をを大大幅幅削削減減  

ライフスタイルを見直し、1人1日で 
1kgを目指してCO2ダイエット 
【安倍首相提唱（2007年5月）】 

・現在、家庭の給湯や暖房で消費するエネルギーの90％以上は、化石 
 燃料を燃焼させることによってまかなわれている。 

・家庭の給湯と暖房をヒートポンプでまかなうと1人1日当たり給湯 
で約510g、暖房で約650gのCO2を削減することが可能。 

・ヒートポンプを普及させること、それは「1人1日1kg」を実現させる 
 現実的な手段。 

※財団法人ヒートポンプ・蓄熱センター試算

●ヒートポンプによるＣＯ２削減イメージ（暖房） 

▲650［g-CO2/日・人］ ＝ 940［g-CO2/日・人］ － 290［g-CO2/日・人］  

 

●ヒートポンプによるＣＯ２削減イメージ（給湯） 

▲510［g-CO2/日・人］ ＝ 770［g-CO2/日・人］ － 260［g-CO2/日・人］  
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資料1 

従来暖房機      ヒートポンプ 

一人当たりの 

暖房負荷 

13.2MJ/日 

注：従来暖房機の CO2排出量は燃料構成比による加重平均 

従来暖房機 ヒートポンプ 

0.77kWh/日 

電気 

（空気の熱） 

COP＝6（寒冷地は 3） （熱効率＝75%） 

100         940g/日･人 CO2排出量比較 

ヒートポンプ 

0.69kWh/日 

電気 

（空気の熱） 

COP＝4 （熱効率＝78%） 

CO2排出量比較 

290 g/日･人 31

100         770g/日･人

従来給湯機 

2６0 g/日･人 3６

注：従来給湯機の CO2排出量は燃料構成比による加重平均 

一人当たりの 

給湯量 

1０.０MJ/日 

従来給湯機      ヒートポンプ 

都市ガス0.39Nm3/日 

LPガス0.35kg/日 

灯油0.48ℓ/日 

都市ガス0.28Nm3/日 

LPガス0.26kg/日 

灯油0.35ℓ/日 

610g  

1kg  

1.8kg  

0g  




